
令和６年能登半島地震に係る第３回岐阜県災害支援対策本部員会議
及び第４回県・市町村等連携会議

【日時】 令和６年２月１６日（金） １３：１５～

【場所】 ５階 災害対策本部室
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１ 県の支援概要について

２ これまでの活動報告について
①避難所運営支援 【東白川村地域振興課 辻 商工振興係長】

②罹災証明支援 【関ケ原町総務課 酒井 主事】

③保健師 【中津川市健康医療課 良雪 課長補佐】

④ＪＭＡＴ 【一般社団法人岐阜県医師会 伊在井 会長】

⑤看護師 【地方独立行政法人岐阜県立多治見病院 福当 看護師主査】

⑥教職員 【岐阜県教育委員会 義務教育課 澤村 課長補佐】

３ 意見交換

４ 本部長（知事）指示

次第
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１ 県の支援概要について
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【人的支援】 主な活動内容 主な活動地 活動中の人数 活動期間 活動済累計

応急対策職員

対策本部・避難所等支援

石川県中能登町
(対口支援)

１人 【第７班】 ２/１２～１９ １/５～ １６人

罹災証明支援
家屋調査 8人 【第１４班 多治見市 中津川市 岐南町 池田町 各２人】 ２/１５～１８ １/７～ ６４人

申請受付等 ２人 【第6班 県２人】 ２/９～１６ 1/１１～ ５２人

災害廃棄物処理支援 ー ー 1/10～ ６人

保健師等（避難者健康管理） ー ー 1/１０～ ９人

下水管渠被害調査職員 下水管の調査
２人 【第１１次 海津市２人】 ２/１３～１６

1/９～ ２8人
２人 【第12次 県１人 下呂市１人】 ２/１４～１７

給水支援職員 給水車の運用 ー ー 1/６～ １０人

情報連絡員 被害情報の収集

石川県輪島市
(対口支援)

2人 【第７次】 ２/１５～２１ 1/13～ １２人

応急対策職員 避難所運営支援 29人 【第６班 県5人 1３市町村2４人】 ２/１５～２１ １/１６～ １５2人

給水支援職員 給水車の運用 ー ー １/１３～ ８人

下水管渠被害調査職員 下水管の調査 石川県羽咋市 ー ー １/２２～ ６人

被災建築物応急危険度判定士 被災建築物の調査 石川県能登町、穴水町 等 ー ー １/４～ ４２人

被災宅地危険度判定士 被災宅地の調査 石川県宝達志水町 ６人 【県２人 関市 可児市 各２人】 ２/１４～16 ２/１４～ ー

教職員 生活指導・学習指導 石川県白山市 １人 【養護 白川村１人】 ２/１３～２２ １/３０～ ３人

災害ボランティア派遣支援 災害ボランティアの派遣支援 石川県庁 １人 【第２次】 ２/１６～２２ ２/５～ １人

保健師等 避難者健康管理 石川県金沢市 ４人 【第9班 県２人 下呂市 関ケ原町 各１人】 2/１6～１９ １/１５～ ３４人

看護師 看護支援 石川県内 ー ー ２/２～ ３人

DMAT(災害派遣医療ﾁｰﾑ) 医療支援 石川県内 ー ー １/２～ ２７ﾁｰﾑ１２５人

DPAT (災害派遣精神医療ﾁｰﾑ) 医療支援 石川県内 ー ー 1/８～ 2ﾁｰﾑ８人

DHEAT（災害時健康危機管理支援ﾁｰﾑ） 医療支援 石川県珠洲市 ー ２/２４～予定 １/１０～ ２５人

DWAT（災害派遣福祉ﾁｰﾑ） 高齢者介護生活支援 石川県金沢市、小松市 ４人 【１ﾁｰﾑ】 ２/１６～２９ ２/16～ ー

ドクターヘリ 搬送支援 石川県内 ー ー １/９～ １２人

緊急消防援助隊 捜索救助・避難誘導・転院搬送 石川県輪島市、能登町 等 ー ー １/１～ 189隊659人

防災航空隊 救出活動・物資搬送 石川県珠洲市、輪島市 ー ー １/５～ ２６人

警
察

広域緊急援助隊 (警備、交通、刑事) 石川県珠洲市、輪島市 等 ー ー １/１～ ７1人

広域警察航空隊 石川県内 若干名 ２/13～ １/10～ ２人

緊急災害警備隊 石川県珠洲市、輪島市 ー ー １/７～ １０９人

特別生活安全部隊、特別自動車警ら部隊、特別機動捜査部隊 石川県内 約10人 2/７～ １/４～ 41人

防犯カメラ設置チーム 石川県珠洲市、七尾市 等 ー ー １/１９～ ４人

令和6年能登半島地震 県の支援状況
R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部
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【物的支援】 内容・数量 支援先

食料 3,830食 / 飲料水 3,492L 石川県七尾市 （1/3 輸送完了）

土のう袋 3,000枚 / 三角コーン重し １００個 / ブルーシート 585枚 石川県志賀町 等 （1/4 輸送完了）

大人用おむつ 13,000枚 / ブルーシート 4,０００枚 石川県七尾市 （1/5 輸送完了）

ブルーシート 500枚 / 土のう袋 5,710枚 / LEDバルーン照明 10基 / LED投光機 5基 / 敷鉄板 100枚 石川県中能登町 (1/8 輸送完了)

段ボールベッド100個 石川県金沢市 （２/５ 輸送完了）

【その他の支援】 内容

義援金 県庁舎１階正面受付等38箇所 （１/１５～４４箇所、２/1～４２箇所） に募金箱を順次設置 （1/4～）

県営住宅の募集 ７住宅 ［３市２町 ３８戸］ （１/５～） ※現時点で入居無し

給水支援（給水車派遣）
石川県中能登町（岐阜市、高山市 各２ｔ車１台 1/6～ 県営水道 １ｔ２台 1/7～） →1/8活動終了

石川県輪島市 （各務原市 2t車1台 県営水道 １ｔ２台 1/12～） →1/15活動終了

就学機会の確保 小中学校・高校等において被災児童・生徒の受入れ開始 （１/９～） ※小学校４校で児童４人を受入れ

バキューム車派遣 石川県珠洲市、七尾市へﾊﾞｷｭｰﾑ車５台・先導車２台（１/15～１台）を派遣 （岐阜県環境整備事業協同組合 1/1０～） →1/19活動終了

パッカー車派遣 石川県輪島市へパッカー車２台を派遣 （岐阜県清掃事業協同組合 １/２２～）

除雪機械オペレーター派遣 石川県内に３人派遣 （岐阜県建設業協会 １/１１～） →1/15活動終了

要介護高齢者の広域搬送、受入れ 石川県の要介護高齢者の広域搬送、受入れを開始 （１/１９～） ※1３人を県内に搬送、受入れ

県税の申告・納付等の期限延長 石川県、富山県に住所又は事務所等を有する方の県税の申告・納付等の期限を延長

令和6年能登半島地震 県の支援状況
R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部

5



令和6年能登半島地震 市町村の支援状況 網掛けは県と連携実施

市町村 支援種別 支援先 支援内容

岐阜市

人 的 １０２人

中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

災害廃棄物処理支援 ２人

下水管渠被害調査職員 ２人

給水支援職員 ３人

輪島市 避難所支援 7人

七尾市 等 応急危険度判定士 ４人

金沢市 保健師 ４人

羽咋市 等 給水支援職員 60人

珠洲市 医薬品提供車両派遣 １人 ／ 薬剤師 ４人

金沢市 賃貸型応急住宅申請受付等事務 ４人

七尾市 管路等応急復旧支援 ４人 ※この他業者５社９人

七尾市 管路等漏水調査支援 ３人

物 的

七尾市 大人用おむつ 13,000枚

七尾市
飲料水 3,840L ／ 食料 33,700食

ブルーシート ９８０枚

その他 ５種類 ー

給水車 ２ｔ車１台

給水車 ２ｔ車２０台

住宅支援 ２０戸 ※3世帯7人受入れ

募金箱設置 ３４施設 ／ 医薬品提供車両 １台

税の申告・納付期限延長

大垣市

人 的 3５人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ４人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

七尾市 等 応急危険度判定士 ４人

羽咋市 下水管渠被害調査職員 ２人

羽咋市 等 給水支援職員 １5人 ／ 薬剤師 ５人

物 的 高岡市 飲料水 2,970L ／ 食料 3,000食 ／ 毛布 1,000枚

その他 ３種類 ー
給水車 ２ｔ車5台／ 住宅支援 １６戸

募金箱設置 25施設

市町村 支援種別 支援先 支援内容

高山市

人 的 15人

中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

下水管渠被害調査職員 １人

給水支援職員 ３人

輪島市 避難所支援 ５人

能登町 応急危険度判定士 ２人

七尾市 給水支援職員 ２人

物 的 輪島市 等 アルミシート ３６０枚

その他 ３種類 ー

給水車 ２ｔ車１台

給水車 ２ｔ車１台

住宅支援 51戸 ／ 募金箱設置 １０施設

多治見市
人 的 １１人

中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

七尾市 応急危険度判定士 ２人

七尾市 日本栄養士会災害支援チーム １人

その他 ２種類 ー 住宅支援 ４戸 ／ 募金箱設置 ６施設

関市

人 的 ２６人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ５人

羽咋市 下水管渠被害調査職員 ２人

能登町 応急危険度判定士 ２人

宝達志水町 被災宅地危険度判定士 ２人

七尾市 等 給水支援職員 12人

物 的 氷見市 飲料水 ３，６２４Ｌ ／ 毛布 ２０枚

その他 ４種類 ー

給水車 ２ｔ車５台

住宅支援 ７戸 ／ 募金箱設置 ９施設

ふるさと納税の代理寄付受付（氷見市）

R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部
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市町村 支援種別 支援先 支援内容

美濃加茂市

人 的 １４人

中能登町
罹災証明支援（申請受付等） １人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

七尾市 等 給水支援職員 ８人

物 的 七尾市 食料 5,000食 ／ 飲料水 ２，４００L

その他 ３種類 ー
給水車 ２ｔ車２台 ／ 募金箱設置 １２施設

住宅支援 ３戸

土岐市

人 的 1５人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） ２人

輪島市 避難所支援 4人

能登町 応急危険度判定士 ２人

金沢市 保健師 1人

七尾市 給水支援職員 ６人

その他 ３種類 ー
給水車 1.8ｔ車２台

住宅支援 ６戸 ／ 募金箱設置 １２施設

各務原市

人 的 2６人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） ２人

輪島市
避難所支援 ５人

給水支援職員 ３人

七尾市 応急危険度判定士 ２人

羽咋市 下水管渠被害調査職員 ２人

羽咋市 給水支援職員 １２人

物 的 羽咋市 飲料水 3,840L ※このほか日用品の物資支援あり

その他 ３種類 ー
給水車 ２ｔ車１台

給水車 ２ｔ車４台 ／ 住宅支援 ５戸 ／ 募金箱設置 １４施設

可児市
人 的 ２３人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

能登町 応急危険度判定士 ２人

宝達志水町 被災宅地危険度判定士 ２人

七尾市 等 給水支援職員 １２人

その他 ３種類 ー 給水車 ２ｔ車２台 ／ 住宅支援 ３戸 ／ 募金箱設置 ２８施設

山県市

人 的 ５人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） １人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １戸 ／ 募金箱設置 １施設

市町村 支援種別 支援先 支援内容

中津川市

人 的 17人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ４人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ５人

金沢市 保健師 1人

七尾市 給水支援職員 6人

物 的 高岡市
土のう袋 1,200枚 ／ ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ １００枚

※このほか物資支援あり

その他 4種類 ー
給水車 2t車2台／ 住宅支援 ３０戸 ／ 募金箱設置 １９施設

ふるさと納税の代理寄付受付（高岡市）

美濃市

人 的 ９人
中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

物 的 高岡市 食料 ２，２９０食 ／ 毛布・ｱﾙﾐﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ ６４８枚

その他 ３種類 ー
住宅支援 ２１戸 ／ 募金箱設置 １１施設

ふるさと納税の代理寄付受付（高岡市）

瑞浪市
人 的 ７人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ４人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 ２種類 ー 住宅支援 ５戸 ／ 募金箱設置 ９施設

羽島市

人 的 １６人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ４人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

七尾市 等 給水支援職員 6人 ／ 看護師 １人

物 的 金沢市 段ボールベッド ４０個

その他 ３種類 ー
給水車 1.8ｔ車２台 ／ 募金箱設置 15施設

民間住宅 １０戸 ※市が窓口となって実施

恵那市

人 的 １３人

中能登町
罹災証明支援（申請受付等） １人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

金沢市 保健師 １人

七尾市 等 給水支援職員 ６人

その他 ３種類 ー
給水車 ３ｔ車２台 ／ 住宅支援 １０戸

募金箱設置 １４施設

令和6年能登半島地震 市町村の支援状況 網掛けは県と連携実施 R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部
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令和6年能登半島地震 市町村の支援状況
市町村 支援種別 支援先 支援内容

瑞穂市
人 的 ８人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ３人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 ２種類 ー 住宅支援 ７戸 ／ 募金箱設置 ２施設

飛騨市

人 的 ９人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） ２人

輪島市 避難所支援 ４人

能登町 応急危険度判定士 ２人

金沢市 保健師 １人

物 的 小松市 食料 14,750食

その他 ２種類 ー
住宅支援 市内住宅２戸、民間宿泊施設２０室

※１世帯３人受入れ／ 募金箱設置 ９施設

本巣市
人 的 ９人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ３人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

金沢市 保健師 １人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １戸 ／ 募金箱設置 ４施設

郡上市

人 的 １７人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ３人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

七尾市 給水支援職員 ９人

物 的 七尾市 飲料水 1,140L ／ 食料 1,000食

その他 ３種類 ー
給水車 ２ｔ車３台

住宅支援 6戸 ｺﾃｰｼﾞ５棟／ 募金箱設置 7施設

下呂市

人 的 １２人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

下水管渠被害調査職員 １人

輪島市 避難所支援 ４人

金沢市 保健師 １人

宝達志水町
住家被害認定調査員 １人

応急危険度判定士 ３人

物 的 宝達志水町 飲料水 3,47４L ※このほか日用品の物資支援あり

その他 ３種類 ー

住宅支援 公営住宅４０戸、民間宿泊施設１３施設

※2世帯３人受入れ ／ 募金箱設置 ９施設

ふるさと納税の代理寄付受付（宝達志水町）

網掛けは県と連携実施

市町村 支援種別 支援先 支援内容

海津市
人 的 ８人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

下水管渠被害調査職員 ２人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １１戸 ／ 募金箱設置 ５施設

岐南町
人 的 5人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） 3人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 １種類 ー 募金箱設置 １７施設

笠松町
人 的 8人

中能登町 罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 6人

その他 １種類 ー 募金箱設置 ６施設

養老町

人 的 6人
輪島市 避難所支援 ４人

能登町 応急危険度判定士 ２人

物 的 金沢市 飲料水 ２，９８８L ／ 毛布 ２１５枚

その他 ２種類 ー 住宅支援 ５戸 ／ 募金箱設置 １1施設

垂井町
人 的 ５人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 2人

その他 ２種類 ー 住宅支援 ３戸 ／ 募金箱設置 ４施設

関ケ原町
人 的 8人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 ４人

金沢市 保健師 １人

その他 １種類 ー 募金箱設置 ３施設

神戸町
人 的 ３人

中能登町 罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 2人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １戸 ／ 募金箱設置 ３施設

輪之内町
人 的 ４人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） ２人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 １種類 ー 募金箱設置 ２施設

安八町

人 的 ２人
輪島市 避難所支援 １人

金沢市 保健師 １人

物 的 志賀町
食料 ４，８６０食 ／ 飲料水等 ３，５７６L

※このほか日用品等の物資支援あり

その他 １種類 ー 募金箱設置 ７施設

R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部
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令和6年能登半島地震 市町村の支援状況 網掛けは県と連携実施

市町村 支援種別 支援先 支援内容

揖斐川町
人 的 6人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １４戸 ／ 募金箱設置 １３施設

大野町

人 的 ６人
中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 ２種類 ー
住宅支援 ９戸 ※1世帯１人受入れ

募金箱設置 ２０施設

池田町
人 的 6人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 2人

その他 ２種類 ー 住宅支援 ７戸 ／ 募金箱設置 ６施設

北方町
人 的 ４人

中能登町 罹災証明支援（家屋調査） ２人

輪島市 避難所支援 ２人

その他 １種類 ー 募金箱設置 6施設

坂祝町
人 的 ６人

中能登町 罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 2種類 ー 住宅支援 1戸 ／ 募金箱設置 ３施設

富加町

人 的 ６人
中能登町

罹災証明支援（家屋調査） １人

罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ３人

その他 ２種類 ー
住宅支援 ６戸 ※１世帯２人受入れ

募金箱設置 ４施設

川辺町

人 的 ６人
中能登町

罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 ３人

物 的 津幡町 飲料水 ２，４００L

その他 ２種類 ー 住宅支援 ６戸 ／ 募金箱設置 1施設

七宗町

人 的 ６人
中能登町 罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ４人

物 的 志賀町
ブルーシート ３２０枚

土のう袋 ５００枚 ／ 食料 １，２００食

その他 １種類 ー 募金箱設置 ４施設

市町村 支援種別 支援先 支援内容

八百津町

人 的 ５人
輪島市 避難所支援 １人

穴水町 罹災証明支援 ４人

物 的 穴水町

ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ １５８枚 ／土のう袋 ９，８００枚

飲料水等 ２，895L ／ 食料 １３,４０４食

※このほか日用品等の物資支援あり

その他 ３種類 ー
住宅支援 ３戸 ／ 募金箱設置 ９施設

ふるさと納税の代理寄付受付（穴水町）

白川町

人 的 ６人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 ２人

金沢市 保健師 １人

その他 ２種類 ー
住宅支援 公営住宅２戸、民間ｺﾃｰｼﾞ２戸

募金箱設置 ６施設

東白川村
人 的 7人

中能登町
罹災証明支援（家屋調査） ２人

罹災証明支援（申請受付等） １人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 ２種類 ー 住宅支援 １戸 ／ 募金箱設置 ４施設

御嵩町
人 的 ６人

中能登町 罹災証明支援（申請受付等） ２人

輪島市 避難所支援 ４人

その他 １種類 ー 募金箱設置 １施設

白川村

人 的 ４人
輪島市 避難所支援 ３人

白山市 教職員（養護） １人

物 的 氷見市 飲料水 ２，５００L

その他 １種類 ー 募金箱設置 ４施設

R6.２.１６（金） 8:30時点
危機管理部
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死 者 102人
負 傷 者 249人
住家被害 10,607棟
避 難 者 1,035人
断 水 約4,800戸
停 電 約420戸

珠 洲 市

死 者 20人
負 傷 者 257人
住家被害 3,771棟
避 難 者 821人
断 水 約1,200戸
停 電 約30戸

穴 水 町

死 者 5人
負 傷 者 3人
住家被害 13,350棟
避 難 者 922人
断 水 約10,200戸
停 電 約10戸

七 尾 市

死 者 2人
負 傷 者 99人
住家被害 5,621棟
避 難 者 626人
断 水 約1,370戸
停 電 約10戸

志 賀 町

死 者 0人
負 傷 者 2人
住家被害 2,547棟
避 難 者 30人
断 水 0戸
停 電 0戸

中 能 登 町

死者 241人

負傷者 1,184人

住家被害 65,581棟

避難者 12,348人

安否不明者 11人

断水 約31,700戸

停電 約1,400戸

石 川 県

死 者 8人
負 傷 者 35人
住家被害 5,000棟
避 難 者 764人
断 水 約3,900戸
停 電 約30戸

能 登 町

死 者 103人
負 傷 者 516人
住家被害 8,152棟
避 難 者 2,347人
断 水 約10,000戸
停 電 約910戸

輪 島 市 珠洲市

能登町

穴水町

七尾市

七尾市

志賀町

中能登町

羽咋市

宝達志水町

かほく市

津幡町内灘町

金沢市

死 者 1人
負 傷 者 7人
住家被害 2,317棟
避 難 者 30人
断 水 約440戸
停 電 0戸

羽 咋 市

（参考）石川県内の被害状況（R6.2.13 14:00時点）

※石川県本部員会議資料より作成

※赤枠：岐阜県の対口支援先
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輪島市
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（参考）石川県内の避難所の開設状況
（石川県発表 2月13日 14：00現在）
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(参考)「応急対策職員派遣制度」による総括支援団体、対口支援団体の決定状況（R6.2.9 18:00時点）

珠洲市

輪島市
能登町

穴水町

志賀町
七尾市

七尾市

中能登町

羽咋市

宝達志水町

かほく市

津幡町
内灘町

金沢市

野々市市

白山市

川北町

小松市

能美市

加賀市

新潟県

浜松市 福井県

千葉県 千葉市

兵庫県 神戸市

山梨県あ熊本市

長崎県ああああ

珠洲市(9)

名古屋市

さいたま市

京都府 京都市

埼玉県

七尾市(5)

三重県 東京都

川崎市 大阪府

大阪市 堺市あ

徳島県 北海道

長野県 静岡市

岐阜県 愛媛県

広島県 山口県

高知県 熊本県

北九州市 福岡市

輪島市(18)

静岡県 奈良県

栃木県 福岡県

穴水町(4)

滋賀県 和歌山県

茨城県 宮城県あ

岩手県 ああああ

能登町(5)

静岡市

加賀市(1)

岐阜県

中能登町(1)

長野県

羽咋市(1)

相模原市

津幡町(1)

群馬県

かほく市(1)
札幌市

宝達志水町(1)

仙台市 香川県

内灘町(2)

山形県 秋田県

新潟市(2)

福島県 岡山県

氷見市(2)

広島市

高岡市(1)

青森県

射水市(1)

富山県

※赤文字：総括支援団体
※( )：支援団体総数

(1/4～)

(1/13～)
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愛知県 神奈川県

横浜市 鳥取県あ

岡山市 佐賀県あ

志賀町(6)

仙台市 島根県

金沢市(2)
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＜基本情報＞ 人口：16,824人 世帯：6,632世帯 面積：89.5㎢
＜人的被害＞ 重傷1人、軽傷1人
＜住家被害＞ 全壊48戸、半壊664戸、一部破損1,835戸
＜避 難 所 ＞ 1箇所・9人
＜ライフライン＞ 電気、ガス、電話、上下水道・・・使用可能
＜廃棄物関係＞

・一般ごみ･････1月22日(月)から通常通り収集
・災害廃棄物･･･1月20日(土)から仮置き場での受入開始

＜罹災証明関係＞
・1月8日:罹災証明書交付申請 受付開始
・1月9日:家屋被害認定 調査開始

＜応急仮設住宅関係＞
・賃貸型(みなし仮設)：案内中

＜災害ボランティア関係＞
・1月15日:災害ボランティアセンター開設
・1月30日:ボランティア受入開始

（2月13日 9：00現在）

（参考）中能登町の現状
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＜基本情報＞ 人口：23,118人 世帯：11,357世帯 面積：426.32㎢

＜人的被害＞ 死者103人※、重傷213人、軽傷303人（※災害関連死３人を含む）

＜住家被害＞ 全壊2,428戸、半壊1,804戸、一部破損3,920戸

＜孤立集落＞ なし

＜避 難 所 ＞ 79箇所・2,347人

＜ライフライン＞

○電気 ･････ 約840戸が停電中

○ガス ･････ 供給停止なし(プロパン)

○電話 ･････ 固定電話：約370回線不通、携帯電話(4キャリア)：一部エリアで不通

○上水道 ･･･ 約10,000戸（ほぼ全域）が断水中。

※輪島、門前、町野地区の一部で通水エリアを拡大

○下水道 ･･･ ほぼ全域で使用不可

（2月13日 9：00現在）

（参考）輪島市の現状
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＜廃棄物関係＞
・一般ごみ････ 2月12日(月)から通常どおり回収

・可燃ごみを1月15日(月)から回収開始
・資源ごみ(ペットボトル・空き缶)を1月24日(水)回収開始
・資源ごみ(プラスチック)を2月12日(月)から回収開始

・災害廃棄物･･･2月1日(木)から一部地区で市委託業者が回収開始

＜罹災証明関係＞
・1月19日:罹災証明書交付申請 受付開始
・1月25日:家屋被害認定 調査開始

＜応急仮設住宅関係＞
・賃貸型(みなし仮設)･･案内中
・建設型･･････････････923戸着工済み。うち18戸完成･入居案内開始(2月8日時点)

＜災害ボランティア関係＞
・1月25日:災害ボランティアセンター開設
・2月10日:ボランティア受入開始

（参考）輪島市の現状
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２ これまでの活動報告について
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活動報告【避難所運営支援(輪島市)】

＜活動内容＞

＜課 題＞

発災1ヶ月後(1/27～2/3) 輪島市内小学校・保育所・公民館

・避難所運営支援
・避難者名簿確認、更新(体育館と車中泊)
・支援物資の在庫管理
・炊き出しの配膳
・トイレ掃除 等

・仮設住宅の建設が進まず、発災1ヶ月後でも約250人
が仕事や教育、介護のために避難所で生活している

・避難者の約8割が高齢者のため、炊き出しは高齢者に
配慮した食事提供を考える必要がある

・発災1ヶ月後でも断水しているため、洗濯に苦慮

東白川村 地域振興課
辻 商工振興係長
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活動報告【罹災証明支援(中能登町)】

＜活動内容＞

派遣期間：２月６日（火）～２月９日（金）
調査体制：１８人（岐阜県応援職員８人＋他自治体等応援職員）
調査内容：
派遣時には、一次の住家被害調査は終了しており、二次の調査と非住家の調査を
実施している段階。岐阜県は主に非住家の調査を担当。
１班あたり応援職員２～３人＋中能登町職員(運転手)１人で調査を実施。
活動初日に調査方法等の引継ぎを受けてから、実際に非住家の調査を実施。
非住家の調査は１日あたり６０～８０件程度のペースで調査は進んでいる。

＜２月９日時点調査状況＞

罹災証明受付件数：2,564件
住家一次調査：1,484件
住家二次調査：19件
非住家調査 ：337件

関ケ原町 総務課
酒井 主事

21



【被災地の状況】

22

活動報告【罹災証明支援(中能登町)】



【調査に利用するiPad】 【調査】iPadで建物撮影

【調査集計アプリ画面】

【調査】下げ振りで傾きを測定

23

活動報告【罹災証明支援(中能登町)】



＜活動において苦労した点＞

・研修を受講したことはあるが、実際の住家被害調査の経験がなかったため、
適切に調査を実施できるか不安であった。

・住家被害調査は屋外での活動が主で、用紙への記入やタブレット端末での入力
等を行うが、降雨時はこれらの作業が滞るため、調査のペースが落ちる。

・応援職員は土地勘がない場所のため、調査対象物件に行くには、現地職員の協
力が必須である。一方で、現地職員の協力＝現地職員の負担であり、現地職員
に過度な負担がかかっていることが明らかであった。

＜課 題＞

・中能登町には住家被害調査の経験や知識を有する職員がほとんどいなかった。
中能登町のような被災経験の少ない自治体や規模の小さな自治体においては、
調査員の質・量ともに不足することが見込まれる。

24

活動報告【罹災証明支援(中能登町)】



25

（参考）中能登町における罹災証明書進捗状況(R6.2.14現在)

調査不要

一次調査

希望者数[A]

二次調査

申請件数[B]

件数

計 2,678 1,672 153 1,817 3,642 1,570 45 668 1,006 2,283

[A] [B] [推定]※

1,672 153 1,500

[a] [ｂ] [c]

1,570 45 668

93.8 29.4 44.5進捗率(%)

対象処理件数

処理済件数

住家
【罹災証明

　申請件数】

非住家・動産

【被災届申請

　件数】[C]

合計

[A+B+C]

受付件数 調査済件数

一次調査

済件数

[a]

二次調査

済件数

[b]

合計

[a+b+c]

非住家

調査済数

[c]



活動報告【保健師(避難者健康管理支援)】

＜活動内容＞

＜課 題＞

・避難者の健康管理と台帳作成

・要配慮者の継続支援

・コロナ等感染症の拡大予防等の衛生管理や環境整備

・避難者の状態に応じた食事内容の見直し

・感染症予防対策の徹底及び発生状況に応じた迅速な判断と対応

・避難所運営者や他の支援チームと情報を共有できるシステムの整備

・支援側の健康管理

＜活動場所＞
石川県産業展示館２号館（１．５次避難所）

中津川市 健康医療課
良雪 課長補佐
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能登半島地震における
日本医師会災害医療チーム
ＪＭＡＴ『伊在井班』の活動記録

岐阜県医師会 会長 伊在井みどり

能登半島地震に係る県災害支援対策本部員会議
及び県・市町村等連携会議

令和6年2月16日（金）
岐阜県庁5階災害対策本部員会議室

活動報告【ＪＭＡＴ】
県医師会

伊在井 会長

27



DMAT・JMATの違い

＜災害派遣医療チーム：DMAT＞
・厚生労働省の認めた専門的な研修・訓練を受けた災害派遣医療チーム
・災害発生直後の急性期（概ね48時間以内）から活動が開始できる
機動性を持つ

＜日本医師会災害医療チーム：JMAT＞
・災害後の長期間にわたって医療支援と健康管理に従事する
・DMATからの機能を引き継ぎ、地域医療を支援する役割
・任意の訓練や研修を受けることができる

28
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＜ＪＭＡＴ派遣終了＞

【ＪＭＡＴ岐阜①】伊在井班 1/19（金）出発、1/22（月）帰着済み

【ＪＭＡＴ岐阜②】松波総合病院 八十川班 1/22（月）出発、1/25（木）帰着済み

【ＪＭＡＴ岐阜③】松波総合病院 重装JMAT小島班 1/27（土）出発、1/30（火）帰着済み

【ＪＭＡＴ岐阜④】服部班 1/29（月）出発、2/1（木）帰着済み

【岐阜ＪＲＡＴ⑤】1/29（月）出発、2/1（木）帰着済み ※JMATとしての派遣

１ ＪＭＡＴ岐阜派遣状況・調整状況①
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＜ＪＭＡＴ派遣決定＞

【ＪＭＡＴ岐阜⑥：阿知波班】
・派遣日：2/17(土)出発、2/19(月)帰着予定
・チーム構成 阿知波洋一郎先生（阿知波医院：武儀医師会）、

岐阜大学病院と岐阜市民病院の看護師（女性）各1名、羽島郡医師会事務局尾関様の計4名のチーム
・宿泊：ホテルルートイン金沢駅前を予約済み

【ＪＭＡＴ岐阜⑦：加藤茂班】
・派遣日：2/22(木)午後出発～25(日)帰着予定
・チーム構成 加藤茂先生（丸の内クリニック：羽島市医師会）

羽島市民病院の看護師2名（男性）、事務職1名（男性）の計4名のチーム
・宿泊：ホテルルートイン金沢駅前を予約済み

【ＪＭＡＴ岐阜⑧：三輪班】
・派遣日：3/2(土)出発、3/4(月)帰着予定
・チーム構成 三輪佳行先生（岐阜県医師会常務理事）

県看護協会へ看護師1名の派遣を依頼、県医師会事務局田宮、医師国保組合山﨑の計4名のチーム
・宿泊予定：ホテルルートイン七尾駅東を予約依頼中

１ ＪＭＡＴ岐阜派遣状況・調整状況②
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２ ＪＭＡＴ岐阜 伊在井班の概要
（1）チーム編成

氏名 職種 所属

伊在井 みどり 医師 岐阜県医師会・安江病院

松尾 美奈 看護師 安江病院

井上 和憲 ロジスティクス 岐阜県医師会・事務局長

田宮 陽一 ロジスティクス 岐阜県医師会・事務局

（2）活動期間

ア 令和6年1月19日（金）～令和6年1月22日（月）：計4日間

イ 出発時刻：令和6年1月19日（金）6時 ※安江病院

ウ 帰着時刻：令和6年1月21日（月）15時 ※岐阜県医師会館
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３ JMAT伊在井班の活動内容・経路

（1）1日目

①安江病院

②石川県庁「県医療福祉調整本部・JMAT調整本部」

③穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

④避難所：Ａ

⑤避難地区：Ｂ

⑥穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

⑦ルートインホテル七尾駅東
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３ JMAT伊在井班の活動内容・経路

（2）2日目

①穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

②避難所：Ｃ

③避難所：Ｄ

④穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

⑤避難所：Ｅ

⑥避難所：Ｆ

⑦穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

⑧ルートインホテル七尾駅東
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３ JMAT伊在井班の活動内容・経路

（3）3日目

①穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

②輪島市役所（保健医療調整本部）

③輪島市ふれあい健康センター（仮設診療所）

④穴水総合病院（ＪＭＡＴ能登北部調整支部）

⑤ルートインホテル七尾駅東
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活動報告【看護師】
県立多治見病院
福当 看護師主査
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＜ 概 要 ＞

＜活動内容＞

◆輪島市から白山市に集団避難している中学生に対する学習支援、

生徒指導、生活指導（現地教員の補助が主たる業務）

・生徒の心のケアに配慮しながら丁寧に関わる

・高校入試を翌月に控えた生徒の学習保障に留意

・被災者でもある現地教員の負担を軽減できるよう配慮

・本派遣開始第１週目のため、支援の方針を定め、必要な支援体制

が整うよう、全国から派遣された教職員と業務分担、改善提案

◆石川県教育委員会の要請に基づく文部科学省の教職員派遣

①避難中学生の夜間生活指導を行う教職員（１名）

②学習指導を行う教職員（３名）

③養護教諭（１名）

（※本県からは延べ５５名を派遣応募、うち５名を派遣（予定））

（※今後も要請があれば、その都度、積極的に協力する予定）

◆活動期間：令和６年２月５日（月）～２月９日（金）

◆活動場所：石川県立白山青年の家

教育委員会

活動報告
県教育委員会 義務教育課

澤村 課長補佐
【教職員(輪島市から集団避難している
中学生への学習指導等の支援)】
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朝と夕に派遣教職員で打合せ・引継ぎ 控室のホワイトボードで情報共有 授業の様子（全景）１日４時間実施

休み時間に運動をしている様子個別学習支援の様子 全国から届く応援にふるさとの太鼓で御礼
48

活動報告【教職員(輪島市から集団避難している中学生への学習指導等の支援)】



３ 意見交換
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○発災から１か月半経過し、これまで様々な立場から各団体が被災地の支援のために
ご尽力いただき感謝申し上げる。本県から被災地へ派遣した職員は延べ８，７００人
を超えた。東日本大震災の時に派遣した職員が延べ約４，５００人であり、一つの災
害に対する人的支援の規模は、過去最大となっている。

○石川県及び富山県からは技術職員等の中長期の派遣要請がなされており、復旧・復興
は長期にわたる対応となるが、引き続き、継続的な支援についてご協力をお願いした
い。

○今回、様々な形で被災地支援に携わったことで、岐阜県で発災した場合の対応につい
て、新たな課題やニーズが浮き彫りにされてきているのではないか。どこかの節目で
課題について共有し、県の防災体制に万全を期していきたい。

○引き続き「オール岐阜」で被災地を支援してまいりたい。市町村・関係団体の皆様も
ご協力をお願いしたい。
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４ 本部長（知事）指示
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